
ることは、オフィスデザインにお
けるオープンオフィスとクローズ
ドオフィスの優劣に関する今もつ
づく議論を深化させる。この議論
は白熱するが、ほとんどの場合限
られたワークプレイス戦略の経験
によって形成された個人的意見に
基づいて行なわれている。本来は
知識のネットワークを見据えた論
点が必要なのだ。シカゴの先進オ
フィスを紹介しているCCS（Chi-
cago Creative Office）が知識の
ネットワークを臨場感のある動画
で見せてくれる。

時間が許せば、グルーポンの本社
オフィスの動画（下記URL）を参照
されたい。あるワーカーが「私たち
はカルチャービリーバーだ」と言っ
ていたのが印象に残る。（写真２）

http://chicagocreativespace.com/the
-5-most-popular-videos-of-2014/

知識のネットワーク

今や知識が最も重要な資産であ
ることを疑う人はほとんどいない。
それは、変革のエンジンを動かす
燃料であり、荒れ狂うビジネス環境
で会社を安定させるものだ。良い
人材を獲得することは必要だが、
それだけでは不十分である。求め
られているのは良い人材が継続的
に学習し、情報やアイデアを共有
し、互いに切磋琢磨することだ。
しかし、学習やそれに伴うリーダー
シップなどが展開する場所はこれ
まで看過されてきた。互いに30m
以内に座っていたとしても、めっ
たに会うことのない人々をどうや
って、監督したりコーチングした
りできるのだろうか。新人たちは具
体的に何処で仕事を学び、熟練者
の経験知に触れることができるの
だろうか。逆に新人たちが年功者
に新しい技術や方法、考え方を教え
るのは何処なのだろうか。成功し
た企業では、毎日、ワークプレイス
のあちこちで、公式、非公式を問わ
ず重要な学習が行なわれている。
従って、オープンなオフィスであれ、
囲われたオフィスであれ、職場環境
は今でも大きな影響をもっている。
電子的なデータベースにアクセス
できることは便利だが、社会的ネ
ットワーク分析の先駆者であるヴ

の平均床面積はフランス、ドイツ、
イギリスよりも広く、今日、自宅
で働くことは非常に現実的である。
（図表１）欧米では約３分の１の
就労希望者がテレワークできるこ
とを第一の就職条件に挙げている。
ワークライフバランスの観点から
も働く場所を自立的に選択できる
ことの魅力は増大している。

一方、常にフルタイムで週５日の
在宅勤務を希望する人はそれほど
多くない。我々が週に何度かオフ
ィスに行きたいと願うのは、そこ
に特別な機器があるからでも、充
分なスペースが自宅にないからで
もなく、オフィスの賑わい、同僚と
の交流を求めるからだ。これまで
行ってきたオフィスのアクティビ
ティ調査で解ったことは、中間管理
職は業務時間の多くを口頭のコミ
ュニケーションに費やしており、地

働き方の多様化とコミュニケー
ション

完全に孤立して働く人は稀だ。
高度の集中業務を行うためにプラ
イベートな個室オフィスを必要と
すると思われてきた職種でさえ、
事情は違ってきている。某大手コ
ンサルティング会社のオフィスを
プログラミングした時、それまで
会社が特権としてトップコンサル
タントに与えてきた個室オフィス
を廃止し、オープンエリアに席を
設けたことがある。結果的に業務
の生産性は向上した。個室に引き
こもってデータを何日も眺め、そ
の後考察にもとづいたレポートを
書き上げるというやり方ではもう
立ち行かない時代なのだ。素早く
変化する予測不能な市場に対応し、
迅速な意思決定で競争を勝ち抜く
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には、チームと頻繁に交流し、情
報を共有することが不可欠なのだ。
この点を深く理解しているワーカ
ーにとって、プライベートオフィ
スに押しやられるのは、知的な独
房への強制収監に他ならない。

テクノロジーの進歩によって、
生産的なワークプロセスにおける
社会的側面やそれを支える知識の
ネットワークへの注目がさらに高
まっている。我々は、現実的に何時
でも何処でも大量の情報に高速で
アクセスできる。今や、オフィス
と呼ばれる場所に存在するファイ
ルキャビネットやデスクの引き出
しに収納された情報がなければ
個々の業務をこなせないという時
代ではない。我々の自宅は全体的
傾向として広くなっており、イン
ターネットや自社のイントラネッ
トへの接続も可能だ。日本の住宅

コンサルティングの現場から

ァルディス・クレブスが指摘するよ
うに「社内の人々が交流することに
よる効果的な知識の伝搬は、付け
足しの恩恵ではなく、ビジネスにと
って必須のものである」*（写真１）

ワークプレイスのエコロジーや
スペース配分は、直接的にも間接
的にも知識のネットワークの基本
構造を形成する。この知識のネット
ワークとは、濃密で豊かに張り巡
らされた社会的システムであり、
人々の学習速度を速め、業務への
より深い関わりを促進するものだ。
知識のネットワークは情報の流れ
とその受け手、その伝達スピードな
どを規定し、社員のパフォーマンス
や企業のイノベーションに影響を
与える。クレブスは次のように述
べている。「ネットワーク分析に
よりわかったことは、イノベーショ
ンは交差点で起こると言うことで
す」知識のネットワークを探求す
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第5回［知識のネットワークを探求するオフィスデザイン］

ワークプレイスワークプレイス
連載

図表１：住宅一軒当たりの平均床面積（㎡）

写真１：クレブスが開発した社会的
ネットワーク分析ソフトの画面

写真2-1：Groupon 本社オフィス　設計：BOX Studios
魔法の森／コラボレーションスペース

写真2-2：チキバー／コラボレーションスペース

写真2-3：昼間からにぎわうゲームラウンジ

DOUMA 代表　小澤 清彦

* Krebs, V. “Developing Productivity of A Dynamic Workforce: The impact of Informal Knowledge Transfer”



ついてしっかりした判断ができる
ほどに相手を良く知ることから生
まれるものだ。各個人は、いった
ん所属するグループの仲間から信
頼されれば、業務を首尾よく行う
ための必須情報へたどり着くこと
がより簡単になる。こうしたコミュ
ニティーにあっては、通常、思考リ
ーダー、コーディネーター、書記と
いうコアメンバーが中心となるが、
リーダーであっても上司ではなく、
対等な関係を目指す。（図表３）

医療の集合知を共有する医師専
用サイトを運営するメドピアは最
近コンサルティングをさせていた
だいたクライアントのひとつだが、
新しいオフィスに移転後、勉強会
というかたちで実践的コミュニテ

継続的学習の場を提供する

学習はさまざまな材料によって
もたらされる。形式的なトレーニ
ングや教材も大事だが、普段の会
話による情報収集、観察による知
識、経験知、個人的洞察などの暗
黙知と呼ばれるものは、ほとんど
の組織において、最も豊かな知識
の源泉となっている。イノベーテ
ィブな製品開発の手法を提唱して
いるロナルド・マシテリは次のよう
に説明している。「暗黙知は意識の
表層より深い部分に存在し、一生
をかけて経験、実験、洞察、行動に
よって学びながら蓄積されるもの
だ。それは、個人的な経験に根ざし、
多くの場合個人の視点、信条、価値
観によって仕分けされている」**
暗黙知の伝播は人間関係とコミュ
ニケーションに依存している。暗黙
知の学習は、日常的にくり返され
る行動の副産物として幸運な偶然
によっておこる。それは、他の人々
がさまざまな状況にどのように対
処しているかを見たり、聞いたり、
観察したりする能力によるところ
が大きい。

計画され日取りが決められた会
議は、チームや部署の内部および

位が上がるほどこの傾向は強まる
ということだ。そして、このコミ
ュニケーションはほとんどが対面
で行なわれている。

これらのコミュニケーション行
動は、業務形態の一環としての重
要な意味を持つ。時間を浪費するよ
うな交流ではなく、意味のある会話
や社会的交流は、コラボレーション
やチーム活動の効果を上げるため
の基盤となる。生産的かつ満足の
いく社会的な交流は、毎朝会社に
来る主要な理由になっている。多く
の会話は電話やメールで簡単に済ま
すことができ、事実そうしている
が、電子的なコミュニケーション
は時折会って話し合う必要をなく
すことはない。職場の仲間との交流
は、生産的業務プロセスの重要な要
素になっている。それは、信頼を築
く機会、暗黙の学びや経験知の伝
達、明確な方向性の授受、進行中
のプロジェクトの適切なフィード
バック、理論ではなく実践的に組織
の働きを知ることなどを提供する。

2013年２月、マリッサ・メイヤー
はヤフーのCEOに就任して半年余
りで、次のようなメールを全社に送
った。「最高の職場にはコミュニケー
ションとコラボレーションが必須
です。そのためには私たちは隣り合
って働く必要があります。最高の意
思決定やひらめきは廊下や食堂で
の会話、即興の打合せからやってき
ます。在宅勤務はスピードやクオリ
ティを犠牲にします」（写真３）

相互の調整に役立つが、今日では、
そのほとんどが電子的なコミュニ
ケーション手段を用いて可能にな
っている。一方、成果の上がる仕
事上の関係を生み出すもとになる
暗黙の学習は、電子的なコミュニ
ケーションに馴染まない。人々の
実際の働き方は、マニュアル、ト
レーニングプログラム、組織表、
業務分掌などで説明しているもの
と根本的に異なっている。

実践的コミュニティーを支援する

会社の煩雑な手続きをどのよう
に進めるべきか、最も正確な情報を
得るには誰にコンタクトすべきか、
プログラムを使いこなすための明
文化されていないコツ、ある種の
顧客への最善のアプローチなど、
これらは、非公式の仕事仲間のコ
ミュニティーを通じて学習される
ものである。しかし、これらの情報
交換は自動的におこるわけではな
い。この種の学習には「インサイ
ダー」になることが必須である。
この意味するところは、学習が仕
事に対する抽象的な知識からでは
なく、真の知識が形成される現場
の業務や非公式のコミュニティー
への参加によってもたらされると
いうことだ。

通常会社には公式の組織と非公
式の組織が存在する。事業部、本
部、部課などは次の組織再編まで
恒久的に維持される公式の組織で
ある。またプロジェクトチームも
公式の組織だがプロジェクトの完

了により解消される。一方、非公式
の組織には実践的コミュニティー
と同好会コミュニティーがある。
実践的なコミュニティーは専門領
域や事業にコミットする人々が、プ
ロとしての自己実現や能力開発とい
う目的により交流することで形成
される同志のネットワークである。
同好会コミュニティーは直接仕事
に関係しない集まりではあるが、
さまざまな情報獲得のためのチャ
ンネルとして機能する。（図表２）

実践的コミュニティーとそこで
起こる暗黙の学習は、官僚的ルー
ルやプログラムといったマニュア
ル的なものではなく、個人的な信
頼によって行なわれるのである。
この信頼は、本人の意図と性格に

ィーが自発的に形成されたという話
を伺った。共有された企業ミッショ
ンとオフィス環境とが好ましい化学
反応を起こした好例である。（写真
４）
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100件以上の外資系および日本企業のオフ
ィス企画、インテリア設計に従事した経験と
世界的建築家シーザー・ペリやレンゾ・ピ
アノとのプロジェクト経験を合わせ持つ。
綿密なサーベイに基づくプログラミングと
デザインに対する深い洞察を含むワークプ
レイスコンサルティングにより企業に変革
をもたらすオフィスづくりを提唱している。

図表２：社内に存在する公式、非公式の組織

写真４-1：Medpeerオフィス　設計：Gensler
コラボレーションスペースで自主的に開催されている勉強会　

図表３

写真３：ヤフー再生の立役者
CEOのマリッサ・メイヤー

写真４-２：Medpeerオフィス　設計：Gensler
非公式のコミュニティーを生み出す「場」　

** Mascitelli, R “From Experience: Harnessing Tacit Knowledge to Achieve Breakthrough Innovation”


